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【協議会構成委員】 

首藤 健一 兵庫県県まちづくり部参事兼公園緑地課長 

宇戸 睦雄 （一社）ランドスケープコンサルタンツ協会副会長、(株)空間創研 取締

役会長 

柴田 昌三 兵庫県立淡路景観園芸学校学長 

美濃 伸之 兵庫県立大学大学院緑環境景観マネジメント研究科教授 

 

 

【協議事項】 

研究科における教育課程や教育方法の現状を把握し、改善等を目的として産官学との意見交

換を行う。 

 

１．教育内容・教育方法について 

２．研究活動・社会要請への対応について 

３．修了生の活躍の場について 

４．その他 
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【協議内容摘要】  

１．教育内容・教育方法について 

 公園緑地課と研究科とは研究という形で、仕組みづくりも含めて連携をすすめたい 

 樹木の健全性の判断、伐採する判断基準といった問題を解決できる人材が少ないの

で、そういった研究をしてもらいたい 

 研究科を挙げて同じ目的をもって取り組める理念的なものが必要である 

 

２．社会要請への対応について 

 里地里山保全の活動に継続的にかかわってもらう仕組みが必要である 

 研究科の活動は兵庫県内に偏っている感じがするので、全国展開してもらえるとラ

ンドスケープ業界全体がありがたい 

 

３．修了生の活躍の場について 

 修了生ネットワークを今以上に強化する必要がある 

 同時期に学校に居た研究科と園芸療法課程の学生の接点がなかったのが残念だった

が、合同同窓会イベントは意味がある 

 研究科で学んだ修了生が進学、活躍して正規教員に戻ってくると良い 

 

４．その他 

 なし 

 

 

以上  

 


